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ゆめポッケ作りにたずさわって ～会員の声を聞いてみました～ 

●ゆめポッケ作りを通して、我が子が見ず知らずの困

っていたりツラい思いをしている世界の子どもの気持

ちに寄り添い、喜んでもらえるようにとねがいをこめ

て作ってくれたことがとても有り難かった。 

ゆめポッケと８月に戦争と平和の絵本の朗読を通し

て一緒に平和について考え、平和である今が幸せなん

だねと親子で実感できる機会を頂けて、半年の間に子

どもの成長を見られて有り難かった。 

杉山かおる（婦人部長） 

●買ってもらって全然遊んでなかったミニカー、あげ

るのはちょっと惜しい気持ちだったけど、捨てるには

もったいないし、遊んでくれたらいいな〜とポッケに

入れた。文房具を用意しながら、世界には学校に行け

ない子もいるんやな、役に立つといいなと思った。 

一食は、おやつだけを何回かと、夜ご飯を１回した

けど、とても苦しかった。世界の食べられない子はこ

んなに苦しいんやな〜と思った。最後に受け取った子

が喜んでくれるといいな〜と思いながらメッセージを

書いた。             杉山智希（小 2） 

●親子でハンドブックを見て、紛争や対立で辛い思い

をしている外国のお友達にゆめポッケを送ること。送

ると喜ばれる物と、入れてはいけない物があることを

学びました。 

娘は鉛筆の模様とキャップの色の組み合わせを考え

たり、どのポーチに入れたら可愛いか?ペンケースは

どんな物が喜ぶかを楽しみながら考えていました。手

作りカードでは、ハンドブックにはたくさんのアドバ

イスが書いてありました。娘は「英語を使わない国の

子もいます。」という言葉が印象に残ったので、紙いっ

ぱいにイラストだけを書いていました。この姿を見て、

外国のお友達とつながる事に何か気持ちの高まりを感

じている事が分かりました。 

純粋で素直な心が素晴らしいなぁ!!と、思わせて頂き 

ました。 

こんなに楽しく、

贈り物を選んだり、

作ったりして豊か

な心を育むことの

出来るゆめポッケ。  

世界には様々な環

境で暮らしている

人々がいる。 

沢山の文化、言語あり、その人を思って自分はどう

行動するのかを学べる、ゆめポッケの取り組みは素晴

しいと思います。私は地域の親子さん達にもこの取り

組みに参加して頂きたいと願っています。 

その願いを込めて立ち上げた志書道クラブのお母さ

まには立ち上げの時に、参加費を頂きますけど、その

使い道は場所賃料、手本を書く紙や墨、みんなで使う

備品の他にゆめポッケに使いたいと説明しました。そ

れに賛同するお母さんに入ってもらいました。 

この度は、志書道クラブのラインにゆめポッケの中

身の画像出して、ご理解頂き、皆様からの参加費も使

わせて頂いてます。 

今年はコロナの影響で集まれなかったので、松井親

子で作りました。集まれるようになったら声かけます

ね〜。興味のある方は一緒にやりましょーっ!!てお知ら

せした次第です。 

一部のお母さまからは「素晴らしい取り組みですね。

コロナが落ち着いて集まれる時には参加したい」と、

お声を頂きました。少しずつ取組の輪が拡がっていけ

ばと思っています。       松井孝予（婦人部） 

●ゆめポッケの中には入れる物を選ぶのが楽しかった

です。どんな組み合わせにしたら、もらった子が喜ぶ

かを考えて選ぶのが楽しかったです。松井愛果（小 2） 

→2 面に記事が続きます。 

今
年
は
５
年
に
一
度
の
国

勢
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
１
０

月
１
日
時
点
で
の
人
口
や
世

帯
の
状
態
が
わ
か
り
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
の
統
計
情
報
が
行
政

や
民
間
の
活
動
に
生
か
さ
れ
、

国
民
の
生
活
向
上
に
役
立
て

ら
れ
ま
す
▼
国
勢
調
査
が
始

ま
っ
た
の
は
、
今
か
ら
ち
ょ
う

ど
百
年
前
、
大
正
九
年
（
１
９

２
０
年
）
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

は
じ
め
て
正
確
な
日
本
の
人

口
が
わ
か
り
ま
し
た
▼
当
初

は
面
談
・
聞
き
取
り
調
査
で
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

調
査
票
へ
の
記
入
・
郵
送
方
式

に
変
わ
り
、
百
年
目
の
今
回
か

ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
方
式
が

加
わ
り
ま
し
た
。
時
代
の
変
遷

を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
▼
今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
か

ら
、
調
査
員
が
住
民
と
接
触
せ

ず
に
す
む
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
近
年
、
調
査
へ
の
未
回
答

者
が
増
え
て
い
る
の
が
指
摘

さ
れ
て
い
ま
が
、
気
に
な
る
と

こ
ろ
で
す
▼
私
た
ち
は
一
億

二
千
万
人
の
中
の
一
人
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の

一
人
一
人
が
い
る
か
ら
こ
そ
、

今
の
生
活
が
成
り
立
っ
て
い

る
こ
と
を
、
考
え
直
す
機
会
に

し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。 

時
事
刻
々 

令和２年、私たちは「勇気をもって 私らしく やってみよう」を実践して参ります。 

平安月報 
The HEIAN monthly report 
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今月のことば ～心が変われば、生き方が変わる～ 乙訓支部壮年部 松井克友 

10 月の佼成を担当させて頂きましたのは、乙訓支

部の松井克友です。宜しくお願いいたします。 

 今月は会長先生から、「心が変われば、生き方が変わ

る」というご法話を頂きました。今回のご法話から「心

が変わるとは、教えを信じて行じること。その信じ行

じるとは、「目の前の人の仏性を素直に信じ尊ぶこと」

だと学ばせて頂きました。さらに目の前の人の仏性を

信じ尊ぶと運命までよくなるということですから、こ

んなありがたいことはないと思い、単純な私はすぐに

でも実行したくなりました。 

早速、私はこの教えを忘れないように一日過ごして

みようと決意しました。職場で朝の挨拶から仏性礼拝

を意識しました。すると不思議なことにいつもより明

るく挨拶を返してくれる人がたくさんいる感じがしま

した。この時、目を合わせ挨拶してくれるととても心

が温かくなり、その方には光り輝く素晴らしい仏性が

あると信じることができました。ところが、挨拶をし

ても素通りする人もいます。「なんでこの人は挨拶がで

きないのだろう」と思いました。また、この日出会っ

たある人は、私に傷つく様な言葉を投げかけてきまし

た。私はそれに対して許せなくて憤りを覚えました。

そして仏性礼拝はどこかに行ってしまいました。 

これらの経験を通じ、すべての人に仏性ありとみて

いくことは、とても難しいとしみじみ思いました。自

分に都合の良い人には仏さまと思えますが、不快を与

える人、苦手な人にはそうは思えません。 

そこで私は自分の中で何がその仏性を信じることの

障害になっているか、考えてみました。その中で見え

てきたものは、自分の心にある固定した見方です。「挨

拶はするべきだ」「目上の人には丁寧な言葉を使うべき

だ」等、「人はこうあるべき」という見方をしていて、

それができない人は尊い人とは思えないのです。そし

て、もう一つは、自分にとって苦手な人や不快感を与

える人に対する固定的な見方です。その人には仏さま

のような尊い仏性があると思うことができません。 

しかし、これまでを振り返ると、初めは挨拶ができ

なくても、後にできるようになった人もいます。苦手

な人も苦手でなくなったことがあります。「人はこうす

るべき」そして「この人は苦手」という自分の中の固

定観念から自由にならなければ、出会う人の仏性を素

直に信じられなくなることも事実です。 

もう一度、この一日の出会いを振り返りました。「挨

拶できない人は、何か理由があるのではないか」「人に

失礼なことを言う人は朝から何か嫌なことがあって、

イライラしていたのではないか」。このように相手の心

の奥底をじっくり推し量ることも、相手を尊ぶことに

つながるかも知れないと思いました。 

 この度は、このお役のおかげさまで、ご法話の仏性

礼拝の実行を決意し、自分の心を観ることができまし

た。自分の固定的な見方から自由になり、相手の奥底

の心も推し量るようにしたいです。今月は目の前の人

を仏さまのように尊ぶ月にさせて頂きます。 

 

ゆめポッケ作りにたずさわって ～会員の声を聞いてみました～ 

●新しいままで使っていない文具やおもちゃがたくさ

ん出てきて、あっという間にひと袋できました。たく

さんの物にあふれ、勿体ないことをしていることに気

づきました。 

海の向こうの戦争や紛争で傷ついたお友達に喜んで

もらうには？と子供達と考え、日本らしい色合いがキ

レイなものが女の子は喜ばれるのでは？ということに

なり、今年は世界中でコロナが流行っているので、終

息の祈りを込めて和紙で鶴を折り、マスクを入ました。 

メッセージはお寺のポストカードで、英語で言葉や

スペルを確認して書きました。ゆめポッケを通じて子

供とそんな会話ができて有り難かったです。 

菱田順子（婦人部） 

●夏休みに、戦争犠牲者慰霊式典を前に取り組んでい

たリモート平和学習（平和についての絵本等の朗読） 

で、娘も朗読をさせて貰ってから、子供ながらに戦争

と平和について色々感じてくれていたので、いいチャ

ンスと思い、ゆめポッケに入れるぬいぐるみを大事に

している物の中から選ぼう！と持ちかけました。 

はじめはあげたくないと渋ったりもしてましたが、

戦争等で全てを失ってしまってる子供達の事を話しな

がら、自分の大事にしているぬいぐるみを喜んでくれ

るかな？と選んでポッケに入れてくれました。 

リモート平和学習の企画とゆめポッケの取組。それ

ぞれ別の取組でしたが、娘の中では平和についての学

びに繋がり、その学びを話してくれる姿に親としても

嬉しく。また純粋な感性にこちらも沢山の学びを貰え

た事が有難かったです。親子で取組めた事がこの夏の

思い出になりました。      落合友里（婦人部） 

●私はオモチャが大好きで、特にぬいぐるみを大事に

してたから、あげるのは寂しいけど、他の子に大事に

してもらえるならあげたいと思った。外国の子供達は

あまり物を持ってないと知って、喜んで貰えたらいい

なと思った。           落合穂華（小 3） 

●夢ポッケで、実際に届いているっていう実感は正直

あんまり無いんですけど、届いている姿を想像して勝

手に喜んでもらってることを前提にして私も幸せにな

っています。参加して良かったです！高山 花（学生部） 
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戦後 75 年 当時を知る会員さんに語って頂きました 

私の戦争体験 ～洛叡支部 荒木身予さん 92 歳～ 

戦前、戦中、戦後を生かされて只今 92 歳。戦争体

験を、とのこと。 

京都に空襲はなく、東山区の馬町、京都放送局の 2

ヶ所に爆弾が投下され、発表はなく噂として伝わりま

した。 

女学生になり、英語は敵国語としてジス・イズ・ア・

ペンを習っただけ。運動場は耕し、肥料を運ぶモッコ

を担ぎ、奉仕芋畑に変身。町内会では連日、消火訓練

とてバケツリレーで水を送り、火叩きで消す作業。道

路拡張のため、次々と指定された民家は破壊。各家々

の天井は落ちてくる爆弾が止まるとて、すべてぶち抜

かれる。 

最初の頃、南京陥落とて提灯行列等で鼓舞。大本営

発表だけの情報に、教科書を聞くことも勉強もなし。

京大生だった兄は、学徒出陣で伏見の 36 連隊へ。銃

後を守る私たちは学徒動員で工場、兵器廠で兵器作り。

朝星夜星での月月火水木金金の毎日でした。 

作業中、グラマン(爆撃機)が急降下し私たちに向け

て機銃掃射。「早く逃げろ」の命令に救われた恐ろしい

思い出も…。「日本には神風が吹き絶対負けない」の言

葉を信じ、忍耐の毎日でした。 

いよいよ戦局も厳しく、鳴り響くサイレンに防空壕

に逃げたり、この京の空を B29(爆撃機)の大編隊が西

へ西へと通過するさまは不安で、それが大阪大空襲で

した。西の空が真っ赤に燃え続けるさまを、ただ呆然

と立ちつくして涙と共に眺めていたあの日のことは忘

れることなく今も甦ります。 

重大発表。ラジオの前に集まり、終戦の詔勅(玉音放

送)。陛下のお声は何を言われているのか聞き取れず、

負けたのだと家族に教えられ、気力も体力も抜け落ち

るだけだったと感覚として残りました。 

今、何かしら変な空気に不安を覚えます。絶対に２

度と起こさないこと、失うことばかりの愚かなことが

起きませんように心から念じます。 

追伸 

信じることも出来ぬ風船爆弾について知って頂きた

くて…。私の工場が一時期、憲兵が監視する中で家人

も工場内入室は許可されず、"秘密"の中でコンニャク

糊をコバルト色に染め、和紙を何枚も張り合わせる作

業。材料がどこから届き、どこへ運ぶのかも知らぬ間

に、和紙で大きい気球を作り、爆弾を吊るしてアメリ

カ本土へ偏西風に乗せて攻撃したとのこと。 

それは届く筈がないと頑固に疑う私。奇しくもあれ

から 70 年を経て私が 86 歳の時、毎日新聞に記事を

見つけ、今治支局に手紙を認めたことで記者が記事を

送付下さり、すべてを知りました。(アメリカに届いて

いた!!) 

私の大切な消えない記憶を、長い生命を頂けたお陰

さまで知り得た衝撃は忘れることは出来ません。この

体験をこの機会を伝えたく、大切な資料と 2 年後に発

刊された同学年の高橋光子氏の本によってより深く心

に刻むこととなりました。 

 

小倉造兵廠で行われた風船爆弾を膨らませるテストの様子 

毎日新聞 2014年 11月 26日号より 

※来月の「私の戦争体験」は伏見支部の岩崎りえさんです。皆さんの戦争体験をお聞かせ下さい。 

 

日常生活の中の仏教用語 ～えっ？こんな言葉も仏教が語源？～ 

言葉のルーツを知って仏教に親しみを持ちましょう。 

【所得（しょとく）】 

 お金や物など、自分が得たもの、得ることをいう。

一般に、働いて得た賃金や、商売の利益、利子などを

指す。 

 所有を表すサンスクリット語の「ウパランバ」が語

源。仏教用語としての「所有」は「得られたもの」「体 

験されたもの」をいう。 

 僧の生活は、物を所有することは無縁のようにも思

われるが、この場合、精神や知覚の部分での「手に入

れたもの」を意味する。現在使われるような、物質的

なものとは、かなり違ったニュアンスである。 

 

（「仏教早わかり百科～主婦と生活社～」から抜粋） 
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庭 野 日 敬 開 祖   法 話 集 ～開祖随感より～ 

「仏さまの近くにいる人」 

「私の衣に触れるほど近くにいても、欲望や怒りに

振り回され、放逸にふける人は、私から遠く離れてい

る人である」と、お釈迦さまはおっしゃられています。

そして、「たとえ私から百里も離れた所にいたとして

も、欲望や怒りを離れ、放逸に陥らない人は、私のい

ちばん近くにいる」と教えられるのです。 

いつもお師匠さんの近くにいると、いつでも教えを

聞けるようなつもりで、つい慣れっこになってしまい、

その言葉の一つ一つの大切さに気づけなくなることが

あるのですね。反対に、お師匠さんから遠く離れてい

て、滅多に教えを聞くことができないからこそ、その

教えのひと言ひと言に真剣に耳を傾け、その教えを命

がけで守ろう、と精進を怠らない人もいます。 

「仏の山に鬼が住む」という言葉がありますが、慣

れが、つい油断を生んでしまうのです。これが大敵で

す。ご法の真理は、自分をなげうって教えを行じてこ

そ、そのはたらきが見えてきます。どこにいようと、

その法を見る人こそが仏さまのいちばん近くにいる人

であり、仏さまのご守護に包まれる人なのです。 

「一票の行使」 

宗教は、私たちが毎日生活しているこの社会をよく

するためにあるものです。つまり世直しが目的です。

それは、ただ祈るだけでは実現しません。祈りはもち

ろん大切ですが、「よい社会になりますように」と、

ただ祈るだけで、現実の社会がすばらしい社会に変わ

るものではありません。 

社会を大きく動かすいちばんの力は政治です。です

から、なによりもまずよい政治が必要なのです。その

政治は、どのような政治家を選んでまかせるかにかか

っています。そう考えてくると、選挙の大切さがよく

分かってきます。  

私たち一人ひとりが責任を持って選挙権を行使する

ことによって、国のために本当に役立つ人を国会に送

り出すことができます。一票の行使によって国民の意

思を国政に反映できる貴重な権利をむだにしてはなら

ないのです。 

選挙のたびに、おもしろ半分で立候補する人がおり、

また、おもしろ半分で投票する人がいますが、政治を

甘く見すぎると、そのつけは自分に回ってきてしまい

ます。政治がだらしないと非難するよりも、そうした

人物を選んだ自分たち自身を反省すべきなのです。 

「ばかになりきる」 

ふつう、宗教は人から尊敬される人になることを教

えるもの、と考えられていますが、私はいつも、みな

さんに「ばかになれ」とおすすめするのです。もちろ

ん「ばか」といっても、愚か者のことではありません。  

現代人は、毎日、知識のシャワーを浴びているよう

なもので、頭のよい人、利口な人ばかりが多くなって

いるようです。頭がよすぎると、人の言うことがばか

らしくて聞けなくなります。人の言うことを素直に信

じることができなくなり、なにごとも先を見通せるつ

もりで、「そんなことは、とても不可能だ」と決めつけ、

初めから手をつけようとしない、といった生き方にな

りがちなのです。 

それにひきかえ、利口ぶらない人は、みんなが「で

きない」と決めてしまうことでも、「これが正しい道な

らば」とコツコツと手がけて、ついに大事を成し遂げ

てしまうのです。これが、私の言う「ばかになる」こ

とです。 初めのうちは、「あんなことをやっても、む

だなのに」と冷ややかに見ていた人たちが、うならず

にいられなくなってしまうわけです。自ら志願してば

かになりきる、その心のゆとりこそが大切なのです。              

（つづく） 

 

１０～１１月の主な教会行事 ●メッセージ 

10月 1日(木) 

4日(日) 

10日(土) 

15日(木) 

 

11月 1日(日) 

4日(日) 

10日(土) 

15日(木) 

9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

 

9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

朔日参り(Web配信) 

入寂会(Web配信) 

脇祖さまご命日(Web配信) 

釈迦牟尼仏ご命日 

(Web配信) 

朔日参り(Web配信) 

開祖さまご命日(Web配信) 

脇祖さまご命日(Web配信) 

開祖さま生誕会・ 

釈迦牟尼仏ご命日 

(Web配信) 

昨年 10 月号のこのメッセージコーナーでは京都ア

ニメーション制作の「ヴァイオレット・エヴァーガー

デン」という映画を観ることが支援にもなるとの記事

を掲載していました。あれから 1 年。9月 18 日に全

国 152 館で続編が上映される運びとなったことは、

同じ京都の人間としては嬉しい限りです。昨年 7 月の

放火殺人事件で犠牲となられた社員も制作に携わって

おられ、事件後に京アニが完成させた初めての作品と

なります。同作は、街の郵便会社を舞台に、戦争で両

腕を失った元少女兵のヴァイオレットが手紙の代筆業

を通じ、さまざまな愛を知る、という作品。「アニメは

子供」の固定観念は捨てて、ぜひご覧下さい。 


